
 

 

 

 

 

 
皆様、本年もどうぞよろしくお願いいたします。最近の当院の話題として皆様に

お伝えしたいことがあります。当院は、2024年 11月 1日付で、公益財団法人日本

医療機能評価機構による病院機能評価「一般病院３」の基準を達成していると認定されました。 

病院機能評価は、病院組織全体の運営管理および提供される医療について評価するための仕組み

で、国民が安全で安心な医療が受けられるよう４つの評価対象領域から構成される評価項目を用い

て、日本医療機能評価機構が第三者の立場で、中立的、科学的・専門的な見地から評価を行い、病院

の質改善活動を支援する目的として実施されます。 

評価結果では、特に当院として、これまで力を注いできた医療安全体制について、「安全確保に向

けた体制の確立」項目において、最高ランクの評価を受けました。 

 本年も「高度で安全な医療を提供しつつ地域医療に貢献する」という理念のもと、「特定機能病院」

として、職員一同、地域の皆さまの健康を守るべく、「患者さんの視点」に立った医療の提供のため、

一層努力して参ります。 

     

2024 年 4 月 1 日付けで看護部長に着任いたしました村松陽子と申します。前職は山梨県の大学病院で

看護部長として勤務していました。この度、ご縁があり当院で勤務することになりました。母の実家が深谷市

にあり、私もそちらに在住していたことがありますので、埼玉県は「第 2のふるさと」いう思いが強く、恩返しの

つもりで現職に力を注ぎたいと思っていますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

看護部は、看護部理念「愛と智」のもと、患者さんひとりひとりが、安心して療養生活を送っていただけるよ

うに、安心で質の高い看護を提供するために日々努力をしています。私たち看護師は、医療の高度化や在院

日数が 10日を満たさずに退院していく患者さんに対し、入院当初より退院後を見据えた看護ケアを提供し

ていく必要があります。しかし、入院から退院までのスピードが早く、検査や治療があっという間で、心配や困

りごとをお話しできずに退院されている方はいらっしゃいませんか。私たちは地域医療の中核病院として「防

衛医大に通えてよかった。防衛医大の看護で元気になれた」とみなさまから言っていただけるように、看護実

践力の向上と他職種と連携を図りながら、患者さん中心のケアを推進していきたいと思っています。看護師

一同、患者さんのお声を大切に看護に反映させていただきますので、不安や困りごとは、お家に持ち帰らず

に、看護師へお声がけください。お待ちしています。以上で看護部長の就任挨拶とさせていただきます。 
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皆様、あけましておめでとうございます。 

令和６年４月１日付で、防衛医科大学校病院

総合臨床部の部長・教授を拝命いたしました廣

岡伸隆（ひろおか のぶたか）と申します。防衛

医科大学校の１６期生です。1995 年に卒業し、

初期研修、専門研修、また 2012年から約２年半

の総合臨床部勤務を経て、前職の 

埼玉医科大学総合診療内科・地域医療科からの異動となります。専門は、総合診療、総合内科と 

いったジェネラリストです。 

現在は、2018 年より開始された新専門医制度において「総合診療」が第１９番目の基本領域とし

て認められ、当科においても後期研修のプログラムとして、この総合診療専門医を目指す専攻医の

研修の場も提供し、同じ領域の専門医として診療に当たり、また一緒に学んでおります。私が卒業し

た頃は、このような制度が整っておらず、米国の Family Medicineという同じくジェネラリストの

専門研修に参加しましたが、現在は日本においても、人口動態に合わせ多疾患併存の患者さんが増

える状況において、幅広く、そして患者さんの持つ心理的・社会的背景を居住する地域の中で診療す

るジェネラリストの需要が増加し制度が整ってきております。しばらくすると所沢周辺においても、

総合診療専門医が地域医療を支える仲間として勤務する姿も見えてくると想像しています。この専

門分野のキーワードであり、求められる資質の大きなものが「連携重視」です。 

総合診療の使命は、全人的に提供するとともに、地域のニーズを踏まえた疾病の予防、介護、看と

りなど、保健・医療・介護・福祉活動に取り組み、絶えざる自己研鑽を重ねながら、地域で生活する

人々の命と健康に関わる幅広い問題について適切に対応する（日本専門医機構整備基準より）こと

にあります。 

 総合臨床部では、総合診療の理念を基調として、患者様の抱える症状や健康上の悩みなど幅広く

対応し、症状や臓器・疾患にとらわれず、診察する科として常に連携を意識しながら診療を進めたい

と思っております。 

・どの科を受診すればよいのかわからない 

・初期の診療から専門医へつなげてほしい 

・病気というより複数の症状があって一度まとめて診てもらいたい 

このような場合に、かかりつけの先生等からご紹介を受けて診察させていただいております。そ

して、我々の診療から患者さんや家族、またかかりつけの先生にも安心して慣れ親しんだ地域でス

ムーズに、ケアを引き継いでいただけるよう取り組んで参ります。 

最後に、日頃より病病連携、病診連携として患者様のご紹介を含めご協力、ご指導いただいており

ます先生方、また患者さんを中心とした多職種の連携を頂いております全ての医療関係者の皆様に

感謝申し上げます。ご指導、ご鞭撻を賜りながら、地域医療に貢献する所存でございます。引き続

き、何卒よろしくお願い申し上げます。 

新年が、皆様にとってさらに充実したものでありますようお祈り申し上げます。 

 

教 授 就 任 挨 拶  総合臨床部 教授  廣岡  信隆 

 



 
今回は、上部消化管外科及び栄養管理による市民公開講座を開催し、多くの 

方に参加を頂きました。 

●『胃がんの治療について』 上部消化管外科医師  堀口 寛之 先生 

 講義内容は、外科的治療を中心に、胃がんの疫学、胃がんの症状（進行、転移など）、

外科的な治療方法について受講者にわかりやすく、講義をして頂き、みなさん感心し

ている様子でした。 

●『術後（胃がん）の栄養管理について』 病院管理栄養士 池田 栄一 先生 

 術後の基本的な考え方（体重低下、食事など）、毎日の食事の基本（食事の回数、避けた方が

良い食品、注意が必要な食品、消化のよい料理法など）、術後に係る栄養管理の講義を

受講者にわかりやすく、講義をして頂き、参加者の方が感心されている様子でした。 

＊次回の市民公開講座は、令和７年 2/14(金)を予定しております。参加は無料です

ので、ご興味のある方は是非、ご参加してください。当院 HPにも案内を掲載（「広報誌

「護」／市民公開講座」欄）致しますので、どうぞお楽しみしにしてください。 

 

『人生100年時代！高齢者に多い整形外科疾患～変形性膝関節症・骨粗鬆症に対するアップデート～』 

⚫ 『変形性膝関節症の診断・治療』   防衛医科大学校病院 整形外科助教 中村一喜先生 

半月板損傷・逸脱, 内側半月板後根断裂(MMPRT)の特徴として、好発年齢は中高年の患者

(40歳以上で女性が多い) 、階段昇降や軽い段差を跨ぐ動作などの軽微な動作でも膝から異

音がする, 裏側に強い痛みが出現する場合は, 内側半月板後根断裂(MMPRT)を発症している

可能性がある。予防には手術が必要。 

そのような強い症状でなくても, 2～3カ月程度の保存的加療にもかかわらず膝痛が改善しない、又は

関節水腫がある方も MRIによる精査が望ましいとのことでした。 

⚫ 『変形性膝関節症のリハビリテーション治療』 

防衛医科大学校病院 リハビリテーション部准教授 田村吏沙先生 

膝関節症は 40 歳以上の男女 6 割で発症。膝のサイン見逃さない、簡易ケアと専門ケ

アの違いを知る、グルコサミン注射には限界がある、日々のセルフケアで膝の健康を守

る、ケアを続けることは将来の健康に繋がる投資である等のお話があり、エクササイズの指導も頂

きました。 

⚫ 『骨粗鬆症について』    所沢白翔会病院副院長（整形外科） 安岡宏樹先生 

骨粗鬆症の治療率は低く、約 20％である。骨粗鬆症治療薬の使い方について、骨吸収抑制

剤（デノスマブ等）骨形成促進剤（テリパラチド）、SERMをメインに投与し、併用薬でビタミ

ン剤やカルシウム製剤を用い、高 Ca血症に注意が必要であるとの講演でした。 

骨粗鬆症の治療薬の考え方として、最新では骨を作り壊さない骨形成促進と骨吸収抑制作用のロモソ

ズマブの投与が開始されているが、１年以内の心臓・脳血管障害のある患者には禁忌である等の最新情報

を伺う事が出来ました。薬剤だけでなく、医療スタッフの重要性や新設される骨粗鬆症診療支援コーディ

ネーターについての説明もありました。 

市民公開講座を 9月 12日（木）に開催致しました 

地域医療連携検討会を 11月 26日（火）に開催しました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

介予約制とさせて頂いております。 

上記診療科初診希望の患者さんを紹介頂く場合は、医療機関の皆様から当院地域医療連携センターへ F 

 

 

【初診予約についてお願い】       

※右のQRｺｰﾄﾞを読み取り「初診予約受付のご案内」を参照ください。 

当院の精神科、感染症・呼吸器内科、脳神経内科、膠原病内科、血液内科、糖尿病内分泌内科、泌尿器

科（泌尿器科一般・尿路腫瘍）、泌尿器科特殊外来【尿道狭窄症・尿失禁（男性）】、消化器内科特殊

外来（脂肪肝炎）の初診外来は完全紹介予約制とさせて頂いております。 

上記診療科初診希望の患者さんを紹介頂く場合は、医療機関の皆様から当院地域医療連携センターへ FAX

にて初診予約をお願い致します。患者さんからの予約は受付しておりません。ご理解・ご協力を宜しくお

願い致します。 

 

 

 

 

Information 

病院理念 

高度で安全な医療を提供しつつ地域医療並びに自衛隊の医療・衛生活動に貢献し、 

優れた自衛隊医官・看護官等を育成する 

基本方針 

1患者さんの視点に立った、安全で良質な医療を提供する 

2地域医療機関と密に連携し、地域に貢献する 

3高度で先進的な医療を提供する 

4地域の中核として救急医療を実践する 

5新興感染症に対して敏速対応できる体制を整える 

6災害対処能力の向上に努める 

7自らの使命感を自覚し、豊かな人間性と高い倫理観を備え、自衛隊の多様な任務にも対応 

しうる医官・看護官等を育成する 
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医 療 連 携 の 連 絡 先 

地域医療連携センター 

初診予約、緊急入院・受診、 

セカンドオピニオン、病状紹介等 

ＴＥＬ：04-2995-1511 内線 3043・3882 

患者支援センター 

退院調整、在宅調整、医療福祉相談、 

がん患者相談、脳卒中相談等 

ＴＥＬ：04-2995-1511 内線 6123～6126 
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